
















「〈民藝〉の創造  930年代における鳥取新民藝の実践をめぐって 」（第57号掲載）
２．授賞理由
　受賞論文は，鳥取新民藝が〈民藝〉概念の社会的認知過程に果たした顕著な役割を，炙
りだすことに成功していることが評価されました。すでに先行研究が，鳥取新民藝という
具体例に即して，〈民藝〉概念が近代日本の都市社会でいかに認知されたかを明らかにして
きました。本論文は，その意義を認めながらも，さらに積極的な解釈が必要だということ
を課題提起の基本に据えています。すなわち民藝は，鳥取新民藝によって復興が図られた
というよりも，むしろ「事後的な創造」を実践したものとして位置付けられました。さら
に本論文は，鳥取新民藝（以下，新民藝と称する）の実践が，近代日本社会において〈民
藝〉の認知を可能にする方法論を形成したことを指摘します。
　まず新民藝が，柳宗悦の主張する〈民藝〉の二条件，「無心の美」「日常の雑器」とは異
質なものであることを明らかにしています。それを通して，既存の日用品の生産及び流通
の様態とは断絶した仕組みが作られたこと，さらに都市部の百貨店や銀座店『たくみ』を
開設するという決定的な販路の形成によって，主な顧客として新中間層を取り込むなど，
土着的かつ因習的な〈民藝〉の生産・流通・販路とは抜本的に切り離された鳥取新民藝の
在り方を明快にしました。
　さらに〈新民藝〉という形で商品化された〈民藝〉は，柳の思い描く〈民藝〉像とは完
全に一致したわけではなく，しかも〈新民藝〉の消費者たちが，柳の〈民藝〉像に反しな
いような製品の在り方を理解したわけでもないこと。すなわち〈新民藝〉は，柳由来の
〈民藝〉概念に照らして判断されるべきものでもないことを明らかにしたわけです。そのう
えで，鳥取新民藝の実践は，〈民藝〉と称する新たな商品を，生産・流通システムを独自に
2構築することによって社会的・実在的な合意を取り付け，結果として柳らによる運動家
的・思念的な〈民藝〉像を認知させる意義があったことを指摘しています。そういう意味
で，吉田璋也による鳥取新民藝すなわち〈新民藝〉は，〈民藝〉の紛いものというべきもの
ではなく，むしろ〈民藝〉の「事後的な創造」であったことを結論付けています。
　以上のような〈民藝〉の社会的認知に関する優れた知見を提案した論考として，本論文
を，20年度学会賞論文賞該当と評価いたしました。
３．選考経緯
　本論文賞は，『デザイン理論』第57号，第58号を対象とし，前年度までの選考方法によっ
て選考されました。すなわち，第一次選考として，各選考委員から上位５位までの論文を
選出しました。その際，編集査読の結果を各委員に配布し，選考の参考に供しましたが，
掲載論文は最終的な完成稿であり，必ずしも選考の際の考慮を義務付けるものではないこ
とを原則としました。１位５点，２位４点，３位３点，４位２点，５位１点と配点して，
選考委員による順位づけを点数化し集計しました。この集計結果と各選考委員からの選考
理由に鑑み再度検討し，最終結果を絞り込みました。
